
第 50 回 Clayteam セミナー/EBISワークショップ  （ 案 ）  

 

社 会 課 題 の 解 決を目 指して 
日時   2024 年 5 月 16 日 （ 木 ）  14:00 ～ 17:00  

形態   対面 ( 産業技術総合研究所東北センタ ー OSL棟 2 階セ ミ ナー室 ( 宮城県仙台市苦竹 4-2-

1))/Microsoft Teamsのハイブ リ ッ ド  

主催   産業技術総合研究所  東北センター  Clayteam  

産総研は社会課題の解決を ミ ッ シ ョ ンの一つと し ています 。 この流れは研究機関だけでな く広 く産業

界でも進んでいます 。 そこで第 50 回 Clayteam セ ミ ナーではまずパナソニ ッ ク株式会社辻本様よ り 、

パナソニ ッ クグルーブの脱炭素社会に向けた取り組み 「 Panasonic GREEN IMPACT 」 のご紹介を頂き ま

す 。 産総研からは産総研が進める休廃止鉱山の環境管理の高度化 ・ 低コス ト 化の取組を紹介し ます 。

コ ロナ後なかなかコ ンソーシアム会員同士の交流の機会を作れなかったため 、今回は Clayteam会員よ

り自己紹介をいただき ます 。  

[ プ ロ グラム ] （ 敬称略 ）   

                           

14:00-14:10  開会挨拶   

【 座長 】  未定 （ ）  

【 基調講演 】  

14:10-14:50   「 脱炭素社会実現に向けた  Panasonic GREEN IMPACTの取り組み 」  

◆辻本  光  パナ ソニ ッ ク株式会社  く ら し アプラ イ アンス社   

く ら し プ ロ ダ ク ト イ ノ ベーシ ョ ン本部コ アテ ク ノ ロ ジー開発セン タ ー  

材料応用開発部  部長 

 

【 講演 】  

14:50-15:30   「 産総研が進める休廃止鉱山の環境管理の高度化 ・ 低コ ス ト 化 

―遠隔モニタ リ ング 、 パ ッ シブ ト リ ー ト メ ン ト 、 環境情報の可視化― 」  

 ◆保高  徹生  産業技術総合研究所  地圏資源環境研究部門   

地圏環境評価研究グループ  研究グループ長 

◆古川  祐光  産業技術総合研究所  センシングシステム研究セン タ ー   

広域モニタ リ ング研究チーム  チ ーム長 

 

 15:30-15:45  自己紹介 1  NPO法人  natural science 大草  芳江    

15:45-16:00  自己紹介２  株式会社ホージ ュ ン  皆瀬  慎 

16:00-16:15  自己紹介３  クニ ミ ネ工業株式会社  後藤  佑太 

16:15-16:30  自己紹介 4  仙台市経済局  齋藤  理奈 

16:30-16:35  閉会挨拶 

 

【 現地参加者のみ 】  

16:40-17:30  見学会 

1. 環境情報可視化の ３次元プ ロ ジ ェ ク シ ョ ンマ ッ ピ ングシステム / 遠隔監視装置 

2. ナ ノ マ テ リ アル試作 ・ 評価プラ ッ ト フ ォ ーム  

 

 
  

 


